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　新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。きっと、大学という新しい自
由な環境で学ぶということに胸を躍らせて入学されてきたことでしょう。残念な
がら 2020 年春頃から急速な広がりを見せた新型コロナウイルスにより、本来
のキャンパスライフを味わって頂くには程遠い状況にありますが、近いうちにそ
れが克服され、学びと研究の場が戻ってくることを期待します。ここではその時
に係るであろう、研究を廻る倫理について話をさせて頂きます。
　このところ、毎年のように日本からノーベル賞受賞者が出ています。2021 年
10 月には、現在人類が直面している大きな課題である気候変動に関し、大気と
海洋を結合した物質循環モデルを提唱し、二酸化炭素濃度の上昇が地球温暖化に
影響することを示した真鍋淑郎さんが物理学賞を取られました。今世紀に入って
ノーベル賞を受賞した日本人は 16 人になります（真鍋さんは現在アメリカ国籍
を取得されているので含んでいません）。それらの多くの業績は戦後我が国が作
り上げてきた大学での研究が花開き、世界に大きなインパクトを与えてきたこと
によります。素晴らしいことです。新入生の皆さんは、このような豊かな学問研
究の場である大学に加わってきたのです。大いに学修・研鑽を重ねて欲しいと思
います。
　その一方で、科学をめぐっては良くないことも起こっています。有名な例とし
ては、2014 年の STAP 細胞論文があります。この論文が学術雑誌、Nature に
掲載された当時は、「世紀の大発見だ」「ノーベル賞ものだ」などともてはやされ、
マスコミにも随分取り上げられました。しかし、その後すぐに、画像や実験デー
タに多くの疑問があるとの指摘が内外からなされました。それを受けて、調査委
員会が設置され、① STAP 細胞が多能性を持つという論文の結論は否定される
こと、②論文の画像等に不正や誤りが多々あること、③論文の図表の元になる実
験記録やオリジナルデータがほとんど残されておらず、「責任ある研究」の基盤
が崩壊していること、④それらの誤りを共同研究者や論文の共著者が見落とした
か、見逃したこと、などを指摘しました。その後、著者らは発表した論文を撤回
しました。こうしたことを聞くと、共同研究者や共著者はこの論文の完成、発表
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にどのように関わったのだろうか、どこかの段階で誰かが画像の不正などに気づ
かなかったのだろうか、実験記録やオリジナルデータがないのは何故だろう、そ
してそもそも何故このような不正が行われたのか、などの多くの疑問が浮かんで
きます。しかし、あちこちの大学での研究不正についての報道がなかなか止むこ
とがないことからみると、こうした疑問の一歩手前の状況は決してまれとは言い
きれないのかもしれません。
　ある研究成果が広く認められ、それに関する学問が蓄積、発展していく条件の
一つに、再現性、があります。つまり発表された論文を基に、他の研究者が同じ
ような試料と同じような方法を使ってそれを試せば、同じ結果が得られる、とい
うことです。複数の研究者が試しても、どうしても得られない、発表者に直接聞
いてやってみても駄目、となるとその成果自体が疑われても仕方ないことになり
ます。再現性のある研究結果を蓄積していくためには、実験や調査・観察の結果
を研究ノートに日付入りで丁寧に書きとめること、さらに、それをある程度の期
間、保存しておくことが基本となります。こうした記録・保存は成果の正しさを
あとで確認することを可能にするだけでなく、研究成果に嘘がないことを証明す
ることにもなり、結果的に研究者、著者（つまり皆さん自身）を守ることに繋が
ります。これから本学で学問を修める皆さんには、いわゆる文系・理系に関係な
く、事実に基づいた記録と保存を、日々のレポート作成や論文作成の中で心がけ
ていただきたいと思います。
　さて、再現性をずいぶん強調してしまいましたが、それが難しい例もたくさん
あることでしょう。例えば地域に入り、たまたま会った年配の方に昔のこと、地
域のことなどを聞いてその話をまとめる、幸運にも県内のどこかでめったに見ら
れないような珍しい生物、あるいは新種を見つける、さらには例えば「はやぶ
さ」が持ち帰った小惑星イトカワの試料の解析など、いずれも“再現”は容易で
はありません。でも、そうであってもきちんとした記録が重要であることに変わ
りはありません。そして、実はもっと大事なのは、「あの人」が言っていること
ならば大丈夫だろう、という信頼を得ることができるかどうか、です。信頼は簡
単に築けるものではありませんが、例えば常日頃、綿密かつ正確に記録を取って
いて、いつでもその内容を確認できる、先人たちの過去の業績と比較しつつ、得
られたデータから言えることをきちんと抽出して結論としている、疑問が寄せら
れれば丁寧に対応している、など、要するに研究に真摯に向き合っていることが
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認められることによってそれが可能になります。これは研究に限らずあらゆる学
びの場でとても大事なことです。皆さんにはそうしたことを心掛けながら学園生
活を送っていただきたいと思います。
　本冊子には、レポートの書き方と著作権の関係など、研究倫理の基礎となる事
項が掲載されています。大学人として皆さんが当然知っておくべき重要なことが
らですので、丁寧に読んで理解してください。そしてその後には、「琉球大学研
究者倫理規範」（下記 URL）などにも目を通していただきたいと思います。これ
は学生も含め本学の研究者が守るべき倫理規範について簡単にまとめたもので
す。
　琉球大学ではさらに「琉球大学における研究活動上の不正行為の防止及び対応
に関する規程」等も含め、研究倫理の向上に取り組んでいます。これらについて
は以下のように研究推進機構のホームページからもアクセスできます。特に、こ
れから研究を始めようとする方はぜひご一読ください。
　最後に、皆さんが琉球大学で充実した大学生活を過ごされることを願って結び
といたします。

（研究推進機構）
https://res.skr.u-ryukyu.ac.jp/

（琉球大学研究者倫理規範）
http://www.u-ryukyu.ac.jp/wp-content/uploads/2019/11/966b32898
88d405f90250615d4efe14b.pdf

（琉球大学における研究活動上の不正行為の防止及び対応に関する規程）
http://www.u-ryukyu.ac.jp/wp-content/uploads/2019/11/d9e8665c8
16d104b58e701a64cf12672.pdf

琉球大学理事・副学長

（企画・研究担当）
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